










※4巻の内容を補完するSSなので、本編を読んでからお読みください







　　　せんせ～、会長と副会長が海でもラブコメ（？）してま～す







「か～んせ～い！」

「これは力作……！」

「ふ、ふふっ、会長？　とっても良くお似合いですよ？」

「……そうか？　自分ではどうなってるのか分からんのだが」

　周囲で楽しそうにはしゃぐ女性陣に、統也はなんとも反応に困って曖昧に笑った。しかし、それも無理ないだろう。何しろ今の彼は、砂浜に仰向けの状態で埋められているのだから。

　おまけに何やら顔の周りにも砂が盛られているため、今自分がどういう状態なのかさっぱり分からない。そんな彼にデジカメのレンズを向けながら、有希が笑顔で告げた。

「まさに王様といった感じです。征嶺学園の生徒会長に相応しい姿ですよ？」

「そう、なのか？」

　そう言われて、統也の頭に浮かんだのはトランプのＫキング。あんな感じの砂像にされているのだろうかと想像する統也の耳に、マリヤの声が届く。

「王様って言っても、エジプトだけどね～」

「おいそれファラオじゃないのか!?　まさか、ツタンカーメンか!?」

　その、まさかだった。統也自身には見えていないが、統也は今、顔以外が完全にミイラの棺になっていた。おまけにその周囲には怪しい魔法陣のようなものが書かれており、ぱっと見邪悪な儀式の生贄、あるいは禁断の蘇生術を行使される死者といった様子だった。その周囲に群がり、嬉々としてデジカメやスマホのシャッターを切る女性陣。統也はリアルに贄の気分を味わった。

「あ～これ見てたら、なんだかビーチフラッグがやりたくなってきたわ～」

「なんで？」

　突如謎の欲求に駆られたマリヤに、茅咲が真顔で疑問を呈する。するとマリヤは、砂像の手が握っている、湾曲した杖っぽいものを指差した。

「あれが、なんだか旗っぽいから？」

「……全然違くない？」

「う～ん、言われてみれば？」

　自分で言っておいて不思議そうに首を傾げるマリヤに、有希が困ったように笑いながら口を開く。

「まあ、ビーチフラッグ自体はいいのではないでしょうか？　旗はどうしますか？」

「ん？　これでいいんじゃないかしら～？」

　さっきまで砂に模様を描くのに使っていた、木の枝を掲げるマリヤ。それを見て、茅咲が眉をひそめた。

「ちょっと待って、それ先端尖ってて危ない」

「え、あ、そうね～」

「貸して」

　そう言ってマリヤから枝を受け取ると、茅咲は節や断面の尖っているところを手刀で落とす。そして満足げに頷くと、それで三十メートルほど先の砂浜を指した。

「それじゃあ、あの辺りがゴールで。あたしは審判やるから、四人が選手ね」

「うん、お願～い」

「分かりました」

「承知しました」

「……ちょっと待て、俺もか!?」

　四人という人数に慌てて声を上げると、茅咲がちょっと体を屈めて統也を覗き込む。

「もちろん、統也も参加だけど？」

「いや俺埋められてるんだが!?」

「男なんだから、そのくらいハンデがないと」

「……これをハンデと言えるのは、常に重石を付けて戦ってる格闘家くらいだと思うんだが」

「大丈夫！　イケるイケる！」

「えぇ～……」

　なんの根拠もない声援を残し、茅咲は向こうへ歩き去ってしまう。そして、統也の両脇にマリヤ有希綾乃がうつ伏せになった。が、それすら統也の視界には入らない。

「ふふふ、有希ちゃん、綾乃ちゃん、先輩相手だからって、手加減しなくていいからね～？」

「……畏まりました」

「あら、よろしいのですか？　本気でやったらわたくし、勝ってしまうと思いますけれど？」

「ふっふ～それはどうかしら～？」

　……なんだか、自分の上を不敵なセリフが飛び交っている。なんでこの三人は、明らかな遮蔽物と化している生徒会長にノータッチなのか。なんでこの状況で、メラメラと闘志を燃やすことが出来るのか。女子の気持ちが、統也には理解できなかった。

「位置についてぇ～」

　そんなことを考えている内に、茅咲の掛け声が聞こえる。同時に女子三人も、口を閉じてスタンバイに入った……と、思う。見えないけど。統也自身はスタンバイにすら入れないけど。

（ようやく、手首から先が動くようになった……けど、腕は持ち上がらんな）

　水を含ませた砂でガッチリと固められてるせいで、マジで動けない。ここから自力で脱出しようと思ったら、最低でもあと五分は掛かるだろう。

「よぉ～い！」

　しかし、茅咲はそれまで待ってくれないようだ。統也が必死に手を動かして砂を掻いている間に、スタートの合図を飛ばす。

「どん！」

　瞬間、掛け声に合わせて、両脇で女性陣が駆け出す気配。直後、蹴り上げられた砂がパラパラと顔に掛かり、統也は激しく顔を振った。

（いや、まあ……こりゃ無理だわな）

　最初から、土台無理な勝負だったのだ。そう自分に言い聞かせると、統也は目を閉じて脱力し──

「統也ぁー！　頑張ってぇー！」

　……ようとして、遠くから聞こえる恋人の声援に、閉じ掛けた目を開いた。

「もし勝てたら、あとでご褒美上げるからぁー！」

　瞬間、統也の脳内に水着姿の茅咲が浮かぶ。

（ご褒美……ご褒美……ご褒美…………水着で!?）

　統也の脳に閃光が走り──刹那、砂浜に突き立てられた木の枝目掛けて駆ける有希たち三人の背後で、爆発的な砂煙が上がった。

　何かが爆ぜるような音に、反射的に振り向く三人。その視線の先で、砂煙を突き破って猛然と駆けてくる統也。その姿はまさに、性欲の権ゲフンゲフン！　え～っと、そう……まさに、愛の戦士！

　あっという間にマリヤを抜き、綾乃を抜き、先頭を駆ける有希に迫る愛の戦士。

「くっ！」

　焦りを覚えた有希は、前に向き直ると脚に全力を注ぎ込む。その背中を、ドシュッドシュッという音を立てて統也が追う。

「っ、ハァァ！」

「うおぉぉぉ！」

　そして、二人ほぼ同時に、ゴールの木の枝目掛けてダイブし……そこで、統也はハタと気付いた。

　このままでは、勝負の結果に関わらず、自らの巨体で有希を圧し潰してしまうことに。気付いて……しかし、既に地を蹴った統也に成す術はない。

（マズ、い……!!）

　なんとか身をひねろうとしつつ、木の枝に向かって伸ばした統也の腕が……木の枝の更に向こうから伸びてきた手に、ガッと掴まれた。

「ダッ」

　そうしてグイッと引き寄せられたかと思うと、あっという間に肩に担がれ──

「メェェーーーー!!」

　気付いた時には、統也は重力から解放されていた。縦方向に回転する視界に、木の枝を手に呆然とする有希と、「あ、しまった」という表情で残心する茅咲の姿が逆さまに映る。

（いや……グッジョブだ、茅咲）

　フッと笑い、頭の中で恋人にそう告げた直後……統也は、凄まじい水柱を上げながら海面に着弾した。

「うわっ！　な、なんだぁ!?」

「えっ、なっ、か、会長!?」

　ちょうどそこに、岩場から戻って来た政近とアリサがぎょっとした声を上げる。

「え、砂煙……え、まさか発射された？　なんか発射されました!?　人間花火ですか会長!!」

　続いて、政近がツッコミどころ満載な推測をするが……それを聞く余裕もなく、統也は海中で意識を手放した。

（※ちゃんとこの後、茅咲に救助されました）
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